
　

奄美の正月料理「三献」サンゴン

冬休みの子とも達の見守りについて

本土のお正月料理といえば「お雑煮」や、「お節料理」です。
地域や家庭によっても多少違いはありますが、奄美のお正月料
理といえば「サンゴン」と言われる料理が、受け継がれていま
す。「三献」とは、一の膳、二の膳、三の膳からなり、お祝い
の席で提供される料理のことで、※入学・卒業・成人・出産祝
いなどでも提供されるお吸い物やお刺身と同じ料理です。その
他のお祝い※では簡略化されたりしています。現在、お正月に
食べられる料理「三献」の基本料理は以下の通りです。
「一の膳」吸物（餅吸物：エビ、魚や蒲鉾、野菜等が入る）
「二の膳」刺身
「三の膳」吸物（餅無吸物：豚、鶏、野菜等が入る）
そして、一膳を食べ終わるごとに一献お酒をいただき合計三
献のお酒をいただくことから「サンゴン」と言う説もあります
が、やはり家長からお酒をいただき、料理をいただくその全て
の流れを「サンゴン」ということではないでしょうか。また、
塩盛（シューモリ）、イカ等の干物と、お酒を家長からいただ
き、今年一年の無病息災を祈願するのも奄美のお正月を祝う習
わしも、家庭によって先にしたり・後にしたりと違いはあるそ

最近聞かないシマ言葉
集落の区長をするようになり、思いがけなく自分

の勉強になっていることがあります。それは、お年
寄りとの何気ない会話の中にあり、子供時代にはよ
く聞いていたシマ言葉です。最近では、自分たちの
年代ではほとんど使わない言葉です。何か新しい発
見でもした感じを受けることもあります。忘れない
ようにすぐメモをとるようにしている。それは聞い
ている私には一瞬タイムスリップをしたかのように、
昔の情景が浮かんでくる雰囲気さえあります。これ
からもお年寄りとの会話の中で消えかかっているシ
マの言葉を見つけ会得できるようにしたいと思いま
す。
●心に残った言葉を紹介したいと思います。
○オッチェ 意味（おあいこ）
※島の昔から伝わる指じゃんけんの際によく使っ
ていました。平等の状態

○ツィントゥ 意味（すっかり・うっかり）
（例）「～忘れていた」

○ツィンマリ 意味（しっかり）
（例）「心を込めて～頑張りなさい」

○ウッシェラー 意味（かわいそうに）
※心底気の毒にと感情がこもっている表現

懐かしの一枚

令和３年大和村成人式は、全国的なコロナウイルスの感
染拡大を考慮し中止することとなりました。来年成人式を
迎える新成人者の皆様・御家族の皆様には大変残念ではあ
りますが、感染拡大防止の措置となります。御理解の程宜
しくお願いいたします。

昭和４８年の役場庁舎の
新築工事の写真です。建設
当時は現在の教育委員会・
建設課のある部分は無く数
年後に増築されたことがう
かがえます。現在役場は建
物の耐震化工事と、外壁や
内装の改修工事中です。

成人式の中止について

毎年１月26日は,「文化財防火デー」に制定されています。昭和

24年１月26日に世界歴史遺産に登録されている法隆寺（奈良

県）の金堂が炎上し，貴重な壁画等が失われましたが，この事件

を期として昭和２５年に文化財保護法が制定されました。その後，

昭和30年からは，１月２６日を「文化財防火デー」と定め，文化財

を火災・震災その他の災害から守るために、文化財愛護に関する

意識の高揚を図っています。当村においても，毎年1月２６日前後

に，文化財の防火訓練を実施しております。１～２月は１年のうち最

も多く火災が発生する時期です。十分に注意してください。

もうすぐ，子どもたちが待ちに待った冬休み，冬休みは
学校を離れ，地域・家庭中心の生活となります。子ども
たちが安心・安全な冬休みをすごすためには，家庭は
もちろんのこと，地域の方々の見守りや声かけが必要
です。自転車の危険な乗り方や危険な場所への立入り，
帰宅時刻（午後5時）以降遊んでいる子どもたちを見
かけたら，「他人(ひと)の子も，わが子もみんな大和の
子，地域で愛の声かけを！」よろしくお願いいたします。

中山昭二あにぃの四方山話（よもやまばなし）
文化財防火デー（火の用心）

毎月１９日は『育児の日』，第３土曜日は『青少年育成の日』，第３日曜日は『家庭の日』


